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趣旨説明－日本学術会議における地名問題へ
の取組と本シンポジウムの趣旨（その1）

第23期（2014年10月～2017年9月）の2015年5月18日：第23期地球惑星科学委員会第２回IGU
分科会で、分科会の下に地名問題を議論する小委員会を設けることを決定し、その後9月18
日の日本学術会議幹事会で承認。

地名小委員会設置提案書によると、設置目的・審議事項は以下のように記されている。

設置目的－（前略） IGUとICAの国内委員会であるIGU分科会傘下の小委員会として、個々の

地名ではなく、地名総体に関する諸問題について専ら学術的側面から審議を行い、必要に応

じ地球惑星科学委員会を通じて提言を行うことを目的とする。地名は地理学・地図学のほか

言語学や現業官庁など多分野との関わりがあり、本小委員会では、学際的な審議を行う場と

する。

審議事項－１）地名の標準化の方策および地名研究者の育成の推進についての調査・ 検討

２）学術的側面からの、国家地名機関設置の可能性の検討

第23期の活動－小委員会を11回開催し、日本地理学界春季学術大会（2017年3月）において

公開シンポジウム「地名標準化の現状と課題－地名委員会（仮称）の設置に向けて」を開催

するなど精力的に活動し、提言の提出を目指したものの実現せず。
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趣旨説明－日本学術会議における地名問題へ
の取組と本シンポジウムの趣旨（その２）

第24期（2017年10月～2020年9月）－地球惑星科学委員会IGU分科会のもとに地名小委員会を
設置。2019年5月13日「日本における地名標準化の現状と課題」をテーマに公開シンポジウムを
開催し（4頁スライド参照)、同年9月に報告「地名標準化の現状と課題」を地球惑星科学委員会
IGU分科会および地域研究委員会地域情報分科会での取りまとめにより提出(５頁スライド参照)。

第25期（2020年10月～2023年9月）－地域研究委員会地域情報分科会のもとに地名小委員会
設置。2022年12月18日に公開シンポジウム「地名標準化の現状と課題－地名データベースの
構築と地名標準化機関の設置に向けて」をオンライン開催(６頁スライド参照)。その後、2023年6
月に記録を提出。

第26期（2023年10月～2026年9月）においては地域研究委員会地域情報分科会のもとに「地名・
UNGEGN小委員会」が設けられて活動を継続し、本日の公開シンポジウム「地名標準化の現状と
課題－UNGEGNの活動を理解し日本の地名を考える」の開催を迎えた。

本日の公開シンポジウムは、これまでの取組を踏まえ、第一部で国連地名専門家グループの活
動と関連するトピックを取り上げるとともに、第二部では「地名を取り巻く社会」として、地名と商
標の問題、漢字圏における地名の問題、文化遺産としての地名などのトピックについて専門家
のご報告をお願いし、最後に綜合討論を行う予定にしている。活発な意見交換が行われることを
期待したい。
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日本学術会議公開シンポジウム
日本における地名標準化の

現状と課題
■日時： 2019年５月13日(月) 
■場所： 日本学術会議 講堂

全体の司会：小口高（日本学術会議連携会員 東京大学）
趣旨説明：岡本耕平（日本学術会議連携会員 名古屋大学）

13:10－13:30 国際社会における日本の地名標準化
田邉 裕（東京大学名誉教授）
13:30－13:50 地名に関する我が国の法制度と行政
野々村邦夫（日本地図センター理事長）
13:50－14:10 市町村合併にともなう地名決定プロセス問題
戸所 隆（高崎経済大学名誉教授）
14:10－14:30 文化財・歴史資料としての地名
服部英雄（くまもと文学・歴史館館長）
14:40－15:00 ジオコーディングと地名
碓井照子（日本学術会議連携会員 奈良大学名誉教授）
15:00－15:20 地名ブランドと知的財産

内尾雄介（日本貿易振興機構知的財産・イノベーション部知
的財産課長）
15:20－15:40 教育における地名
三橋浩志（文部科学省教科書調査官）
15:40－16:00 ジャーナリズムにおける地名
片岡正人（読売新聞北海道支社専門委員）

16:10－16:50 総合討論
司会：高木彰彦（九州大学大学院人文科学研究院教授）
16:50－17:00 閉会挨拶
石川義孝（日本学術会議第一部会員 帝京大学）
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